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研究成果の概要（和文）：近年、分析哲学からのドイツ観念論の再評価が注目を集めており、なかでもピッツバーグ大
学のブランダムとカントとヘーゲルの再評価は、現代哲学にとって重要な意味を持っている。本研究では彼の仕事を引
き継いで、さらに展開することを目指した。フィヒテの判断論の読みなおしによって、フィヒテにすでに意味の全体論
が見られることを指摘した。また問答の観点から意味論を捉え直すことにより、ブランダムの意味論を拡張するなどの
成果を得た。また本科研費で超越論的論証についての、国際会議を開催し、それの成果を出版（近刊）できる予定であ
る。

研究成果の概要（英文）：Recently German Idealism is reviewed by analytic philosophers, esp. the 
reevaluation of Kant and Hegel by Robert Brandom and John McDowell is very significant in contemporary 
philosophy. In this research I tried to develop their works by reviewing the theory of judgment by 
Fichte. I pointed out that Fichte claimed the semantic holism. Adding to that, I expanded the inferential 
theory of meaning by Brandom from the point of view of relation between questions and answers. Further I 
organized an international conference on the transcendental argument and its result will be published in 
USA in soon.

研究分野：ドイツ観念論研究

キーワード： フィヒテ　意味の全体論　推論主義意味論　問答意味論　ブランダム
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１．研究開始当初の背景 

英米の分析哲学とヨーロッパ大陸の哲学は、

２０世紀にはあまり交流がなかった。しか

し、その状況はようやく変わりつつある。

一つには、グローバル化の時代になって、

ヨーロッパの哲学にも、ローカルな歴史や

文化を背景にすることによってのみ意味を

持つような思想ではなく、グローバルに理

解されることが可能な思想の営みが求めら

れるようになっていることがある。他方で、

分析哲学の側にも、大陸の哲学の見直し、

とりわけドイツ観念論の見直しの動きがあ

る。その理由は、論理実証主義が批判され

た後、プラグマティズムの再評価が起こり、

それにともなって、古典的プラグマティズ

ムに強い影響を与えていたドイツ観念論の

再評価が起こったことにある。 

 とりわけ現在はピッツバーグ大学のブラ

ンダム（Robert Brandom）とマクダウェ

ル（John McDowell）が、積極的にカント

とヘーゲルの再評価を行なっている。彼ら

は、単にカントやヘーゲルについての新し

い解釈を提案するということではなく、現

代哲学の課題の解決にカントやヘーゲルを

利用しようとしており、哲学史的な関心よ

りは、むしろ哲学研究としての関心に基づ

いている。彼らが、カントやヘーゲルを再

評価しつつ、主張しようとしているのは、

意味の全体論と価値実在論である。 

 

２．研究の目的 

「分析哲学とドイツ観念論の連携とそのグ

ローバルな意義」の研究目的 

近年分析哲学からのドイツ観念論の再評価

が注目を集めている。中でも、ピッツバー

グ大学のブランダムとマクダウェルによる

カントとヘーゲルの再評価は、現代哲学に

とって重要な意味を持っており、彼らがド

イツ観念論を援用しながら主張している新

しいタイプの意味の全体論や価値の実在論

を検証することが第一の課題である。第二

の課題は、意味の全体論や価値の実在論は、

言語の理解や価値認識にとどまらず、文化

の理解全体にもかかわる主張であるので、

この成果をグローバル化の時代における文

化の理論の基礎理論へと展開することであ

る。 

 

３．研究の方法 

ブランダムとマクダウェルの議論を理解す

るには、現代の哲学的意味論や知識の哲学

を十分に知らなくてはならない。またドイ

ツ観念論についての知識も必要である。応

募者はたまたまこの両方に関心をもって研

究を行ってきたので、それを生かして研究

したい。しかしそれでも問題は多岐にわた

るので、分析哲学とドイツ観念論の連携を、

意味の全体論と道徳の実在論という二つに

焦点を当てて研究に取組みたい。次に、こ

の連携が、グローバル化する時代の中での

哲学の変容にとってどういう意味を持つの

か、またこの連携の成果が、とりわけグロ

ーバル化する社会のなかでの文化の変容、

多文化主義、グローバルな文化の可能性の

検討に、この連携をどのように生かせるの

かという観点から研究を進めたい。 

 

４．研究成果 

H25年度の計画の１つは、ブランダムのプ

ラグマティックな推論主義の意味論とドイ

ツ観念論の関係を解明することであった。

これに関しては、①ヘーゲルに先んじてフ

ィヒテが意味の全体論を主張していること

を明らかにするとともに、ブランダムのド

イツ観念論理解の修正を提起した。②後期

フィヒテの論理学研究の特質を解明して、

フィヒテの推論理解がヘーゲルの理解と似

たものであり、フィヒテもまた知が判断で

はなく推論という形式をとると考えていき

たことを示し、フィヒテの中にも推論主義



を読み取ることが可能であることを示した。

③フィヒテによるスピノザ批判を明らかに

した。（これらはアメリカで出版の論文集、

および日本で出版の論文集、および雑誌『思

想』に発表した。）（２）H25年度の計画の

２つ目は、ブランダムのコミュニケーショ

ン理解の文化間翻訳への適用を試みること

であった。これについては、①従来のナシ

ョナナル文化が社会的に構築されたもので

あり、これが近代社会の自己反省的な構造

に由来するという認識を、グローバル化そ

のものやそれによる文化の変容にもそのま

ま適用し、これらもまた近代社会の自己反

省的な構造に由来するものであることを指

摘した。②コミュニケーションの可能性を、

グローバルな間主観性ではなく、パースペ

クティヴの転換として捉えるというブラン

ダムのアイデアは、文化を記述概念ではな

くて、操作概念として捉えるヴォルフガン

グ・ウェルシュの Transculturality論に類

似していることが分かった。（これについて

は、ゲッティンゲン大学で開かれた研究会

で発表した。） 

 H26 年度は、(1)ブランダムの Between 

Saying and Doingを読み、ブランダムの意

味論の最近の新しい展開（古典的な分析哲

学のアプローチとは異なる、プラグマティ

ックに媒介された意味論関係の分析）を確

認し、それを文化理解への応用の可能性を

検討した。また、(2)推論が問いに答えるプ

ロセスとしてのみ成立することを、理論的

推論と実践的推論の両方について確認した。

また問いと問いとの論理的な関係について

も分析を行った。(3)さらに、コリングウッ

ドテーゼを、社会問題と社会制度、個人問

題と個人の関係の説明にも応用すること、

社会問題と個人問題を構成する問いの前提

として「文化」をとらえること、さらに、

文化の比較の決定不可能性を、概念と内容

の区別の決定不可能性と、問題の差異と答

えの差異の区別の決定不可能性に基づいて

論証し、そこに逆に文化の創造の可能性が

あることを明らかにした。 

 H27年度は、２０１５年４月２２日～２

４日に大阪大学豊中キャンパス文学研究科

本館で国際研究会議「The Conference on 

Transcendental Philosophy and 

Metaphysics」を開催し、超越論的論証の

可能性を検討した（参加者：USAから４名、

カナダから１名、イギリスから１名、ドイ

ツから１名、中国から１名、国内３名）。こ

の成果は、論文集として Transcendental 

Inquirely: Its History and Critiques , ed. 

by H. Kim and S. Haelzel, Palgrave 

Macmillan, 近刊の予定である。５月には、

イギリスから価値実在論者の Nick 

Zangwillを招いて意見交換を行い、研究が

遅れている価値実在論について意見交換し

た。９月にはマドリッド（スペイン）で開

催された国際フィヒテ学会で発表した。（こ

の成果はいずれ Fichte-Studien に掲載予

定である）。今年度後半にはサバティカルを

利用して、2015 年 10 月 16 日から 2016

年 1 月 16 日までピッツバーグ大学に客員

研究員として滞在し、ロバート・ブランダ

ム教授のもとで、彼の推論主義意味論を問

答の観点から拡張するための研究に取り組

んだ。今年度の研究成果の一つは、フィヒ

テ研究の上では難問とされてきた問題、前

期フィヒテが物自体を否定したにも関わら

ず、後期になって知とは独立した存在を認

めるようになる理由についての新しい説明

を提案し、観念論を徹底することの困難を

明らかにしたことである。第二は、問答論

的矛盾というあたらさいい概念の提案と、

それにもとづいてコミュニケーションの超

越論的な条件のいくつかを論証したことで

ある。 
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